阿蘇湯の谷間欠泉続報 by 南葉, 宗利
Title阿蘇湯の谷間歇泉續報
Author(s)南葉, 宗利










































( "¥ ¥" ~I ¥ 
¥¥i 























第一子吹まで 第二子吹まで 第三子吹まで 親 吹 ま で
h 111 h 111 h 111 
7 10 6 30 4 55 
h lu 
17 10 7 12 5 43 5 40 
故 障 6 。 5 15 5 05 
10 50 6 50 5 30 放 障
20 ω 5 50 5 ∞ 3 55 
25 10 7 40 6 15 6. 10 
19 25 6 25 5 20 5 20 
22 35 7 25 5 45 5 55 
卒 1242分 409分 340分 278分均
各噴騰時の最大底力~示すと戎の如くなる。
( 56 ) 
阿蘇湯の谷間欲泉績報
第一子吹 第二子吹 第三子吹 親 吹
-
80.0 (No. 5) 62.0 (No. 6) 50.0 (No. 7) 42.5 (No. 8) 
80.0 (No. 9) 65.0 (No.10) 71.0 (No.14) 42.0 (No.12) 
90.0 (No.13) 70.0 (N 0.21) 56.0 (No.22) 50.0 (No.l!5) 
82.01 (No.16) 60.0 (N 0.29) 40.0 (No.23) 
80.0 (No:20) 35.0 (No.27) 
83.0 (No.23) 
80.0 (No.32) 
卒 m.m.H官 ru，nl. nl.rn. 
m.m.Hg 




























































十0・69cos(/-239)ート0・40cos(2/-259)十0.71cos(31ー 349)ートH ・H ・-
( 58 ) 
阿蘇湯の谷間歎泉績報
となの，東京に於砂る集睦饗化は
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(4) 湧出量の測定結果に於て 20LjM及び 80LjMの顕著な活動相がみられたが，之
れは前吹活動源から上の管内容積及び管底から上の管内容量に略等しい。此等の相が目に
つくのは噴出の時この量を一直切として湧出するものと思はれる。
(5 ) 管底が賂30米であると云ふ事は Boringの結果から類推して硬岩磐の部分に管底
が位してゐて主活動の根源は安定性があるらしく思はれる。
(6) 昭和15年10月18日には 9時に噴騰が終了したのでー泉管内温度測定を始めた。同日
11時底の温度は 1030C であった。其後23時の噴出が慎んでから温度測定を施行したら 0
時30分で管底温度 103ぶC を得た。此事賓は23時の噴騰終了後管底に上って予~tこ地下水の
温度は前の朝時の噴騰の時よりも靖温じてゐる事を意味してゐる。
















































































( 62 ) 
阿蘇湯の谷間欲泉績報
地獄名|餅 掲 雀 池 In包 修 | 鋭泉前の川水





















入る地下水は 1030C と測定したから o宇103と置く。子吹噴騰は 111'Cで始まるから其




10月， 15年1月， 12月， 16年 1月の測定に依って子吹は大約僅 1立方米徐，親吹は大約5
立方米にも足らぬものではあるが，貯水室の有数閥積は略安定してゐると見なしうる。勿







年 月 昭和14年10}'l ゲ 15年 1)3 ゲ 15年12月 ゲ 16年 1)3
/ 
親吹終了より 約 300分 10∞分 1100分 12以扮子吹終了まで
親吹終了から次の親吹開始までの時聞は
年 月 昭和14年10月 。15年1月 ゲ 15年12月 。16年7月
親の吹親終吹了よ り
次 開始まで 約 700分 2000分 2700分 3∞0分
であるから，大鰐第一子吹は1100分で，親吹は2500分で吹出するとすると，










































fは増大し， 。が減少すると tも亦‘短かくなる。今地下水位の増減に依って，c に影響無
いと椴定しゃう。水位 136cm上昇は 100mmHg上昇に営わ， 0は約 3'75
0
Cの上昇に
あたる。今 50mmHg の費化帥ち 68cmの水位獲化のあった場合を計算してみると，T
=1500C M=1000立 Oo=1030Cc=O・16として
( 65 ) 
阿蘇湯の谷間歌泉績報
Hg 水位 。 第一子吹までの休止時間
十50.0mm 十68cm 113'G 1480分
O.Omm 0.0 111・c 1160分






















+……・・ 但し Htま大祭鹿力を mm.で示したものである。故に lmm.の策墜質化があ










( 1 立方米)~こ進入し此所でも暖められ 1110C に昇ると子吹を始めると見られるのであるが
今












IQ =1og(150ー 111)一log(150ー 1071X 1000=61U(分)
2一 0.4346X(-0.16) 
-0.36則自75+国15)














E 第二子吹し;........"".....1. 1.+布 mM 第三子吹f"山、山山山抽再-
W 親吹1
模型書士基本噴騰のみ





|子I吹| I ~H~ I |子m~ I 親吹
164B 36B 31B 25B 
湧出量 13C.C• 22C•C• 31C•C 155C•C• 
休止時間 40B 30B 25B 
湧出量 24C•C• 32C•C 161C•C• 
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1940 Jan. 7th 
阿蘇湯の谷間歎泉績報
Aso Geyser: time of Eruption. 
|開始時刻| |関戸時刻|
h ru h lU 
12 20 1940 Jan. 7出 15 00 
15 19 19 55 
23 03 Jan. 8th 13 10 
2 25 20 22 
5 21 Jan. 9th 2 05 
14 39 7 45 
18 05 Jan. 10th 16 50 
， 
21 21 22 50 
6 44 Jan. 11th 4 05 
10 36 9 10 
13 57 Jan. 12th 5 00 
1 10 1 50 
15 55 17 20 
19 24 Jan. 13出 13 20 
、
23 15 19 10 
2 55 Jan. 14ぬ 。10 
6 10' 4 05 
15 12 Jan. 15th 5 15 
19 10 12 55 
22 55 19 10 
2 45 Jan. 16出 1 20 
6 25 20 45 
17 58 Jan. 17也 3 10 




Jan. 18ぬ 12 25 9 52 
17 05 . 19 40 
22 25 Jan. 19th 1 35 
01 10 7 30 
1 20 (No，l) Jan. 20th 6 45 
8 30 (No.2) 


































時 気j 熱噴海出大湯回大抜陰表日 同 :左 阿蘇問日敬温泉太陽日図書主 太陽 回数
h 
0-1 11 9 1 
1-2 5 5 5 
2-3 11 11 4 
3-4 10 10 1 
4-5 9 10 2 
5-6 4 4 4 
6-7 10 10 4 
7-8 16 15 2 
8-9 12 . 12 2 
9-10 4 4 2 
10-11 11 11 1 
11-12 12 12 2 
12-13 9 10 3 
13-14 11 12 4 
14-15 5 5 1 
15-16 13 12 4 
16-17 11 9 1 
17-18 16 18 3 
18-19 7 6 1 
19-20 10 12 5 
20-21 4 '3 2 
21-22 14 14 . 1 
22-23 9 9 4 
23-24 11 12 2 
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